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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2026年５月12日（取締役会決議日）

 

(2）当該事象の内容

①　棚卸資産評価損の計上

　ＥＶ普及の停滞及び半導体メーカーの設備投資抑制の影響などにより、主にエレクトロニクス事業及びメカトロ

ニクス事業において、需要予測の乖離により、一部製品の販売が当初計画に対し大きく下振れる結果となりまし

た。また、その他（半導体デバイス事業）において、一部半導体製品の生産・販売終了にともない、保有する棚卸

資産について収益性が低下したと判断し、棚卸資産評価損を売上原価に計上いたしました。

②　退職給付費用の減少

　退職給付債務の算定にあたり発生した数理計算上の差異（発生年度で全額費用処理。割引率の変更及び年金資産

の運用益等で退職給付費用が減少。）により、売上原価及び販売費及び一般管理費にマイナス計上いたしました。

③　繰延税金資産の取り崩し

　最近の業績動向を踏まえ繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、繰延税金資産を取り崩し、法

人税等調整額を計上いたしました。

 

(3）当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2026年３月期において、棚卸資産評価損として個別決算で７億９千２百万円、連結決算で

９億５百万円を売上原価に計上しました。また、退職給付費用として個別決算及び連結決算で７億８千３百万円を売

上原価、販売費及び一般管理費にマイナス計上したほか、繰延税金資産を取り崩し、法人税等調整額として個別決算

及び連結決算で９億２千３百万円計上いたしました。

 

以　上
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